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（
質
問
の 

二
） 

答

弁

第

二

号 
   

衆
議
院
議
員
中
島
巖
君
提
出
天
竜
川
上
流
治
水
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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四
月
二
日 

衆
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議

長 
淸 

瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



一 

昭
和
三
十
八
年
度
改
修
工
事
実
施
予
定
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

二 

天
竜
川
上
流
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
発
生
災
害
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
既
定
計
画
の
一
部

を
改
訂
し
、
竜
江
村
並
び
に
飯
田
市
川
路
地
先
に
つ
い
て
は
、
背
後
地
の
洪
水
の
氾
濫
を
防
止
す
る
た
め
新
た

に
同
地
先
に
堤
防
を
築
造
す
る
計
画
で
あ
り
、
そ
の
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

      

衆
議
院
議
員
中
島
巖
君
提
出
天
竜
川
上
流
治
水
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



（4） 

前
記
計
画
に
よ
る
総
工
費
は
、
約
二
四
億
円
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
当
面
の
施
工
計
画
と
し
て 

（（3） 

そ
の
他
の
小
支
川
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の
内
水
処
理
と
関
連
す
る
の
で
、
別
途
そ
の
対
策
を
検
討
中 

2） 

支
川
久
米
川
及
び
新
川
に
つ
い
て
は
、
本
川
の
背
水
の
影
響
区
域
ま
で
本
川
と
一
連
の
築
堤
を
行
な
う
。 

（1） 

川
路
地
区
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
飯
田
線
前
面
に
、
ま
た
、
竜
江
地
区
に
つ
い
て
は
、
御
庵
地
区
に
築
堤
を 

な
お
、
本
築
堤
計
画
は
、
あ
く
ま
で
も
背
後
地
の
洪
水
の
氾
濫
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
遊
水
池
計

画
で
は
な
い
。 

で
あ
る
。 

行
な
う
。 

は
、
築
堤
は
暫
定
計
画
高(

計
画
高
水
位)

を
も
つ
て
施
工
し
、
こ
の
暫
定
計
画
に
基
づ
く
工
事
は
、
今
後
改

訂
し
よ
う
と
す
る
五
箇
年
計
画
の
規
模
と
の
関
係
も
あ
る
が
、
昭
和
三
十
八
年
度
以
降
概
ね
五
箇
年
で
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

四 

 



 

五 

三 
松
尾
地
区
狭
さ
く
部
の
引
堤
工
事
は
、
弁
天
橋
の
上
流
及
び
下
流
約
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
、

約
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
引
堤
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
当
面
の
計
画
と
し
て
は
、
暫
定
計
画
高
を
も
つ
て
実
施

す
る
も
の
と
し
、
そ
の
工
費
は
約
五
億
円
を
予
定
し
、
川
路
、
竜
江
地
区
と
同
様
に
新
五
箇
年
計
画
と
の
関
係

も
あ
る
が
、
昭
和
三
十
八
年
度
以
降
概
ね
五
箇
年
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




